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要　旨

　本研究は、初年次教育研修にサポート役として関わった上級生の学びと学生間の縦のつなが

りにおける課題を明らかにすることを目的とし、11 名の学生を対象にフォーカス・グループ・

インタビューを実施した。その結果、上級生の学びとして、【ファシリテーターとしての関わり

方を学ぶ】、【上級生として 1 年生に関わる】、【１年生の理解を深める】、【上級生・下級生の信

頼関係が構築する】、【自己の成長を実感する】、【自己の学びが深化される】の６カテゴリーが

抽出された。学生間の縦のつながりにおける課題として、【上級生・下級生の関係性の希薄さ】、【男

子学生やクラブ活動を行っている学生の縦の関係性は強い】、【縦につながることの大切さ】、【上

級生・下級生の関係性構築のための工夫】の４つのカテゴリーが抽出された。

　本学部の初年次教育研修に関わった上級生は、チーム形成の過程を学び、他者理解を通して

自己理解を深める機会を得た。また、本学部における上級生・下級生の縦のつながりは希薄な

一方で、男子学生やクラブ・同好会活動等に参加している学生は縦のつながりが強いことが明

らかとなった。

　　索 引 用 語：看護学生、協同学習、学生間の縦のつながり

　　Key words：Nursing student, Collaborative learning, Vertical connection between studentsn
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Ⅰ．研究背景

　現在の看護職員には、地域包括ケアシステムにおけ

る医療の場の多様化や、少子高齢社会の進展による医

療・介護提供体制の変化により、対象の多様性・複雑

性に対応した看護を創造する能力が求められている１）。

そのため、看護基礎教育においては、専門性の高い実

践能力や人間性を兼ね備えた資質、臨床判断能力等が
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求められれている。特に、文部科学省では 260 校を

超える看護系大学での実行可能性を考慮し、学士過程

においてコアとなる看護実践能力と卒業時到達目標を

内包した、看護実践能力の習得に必要な学習目標を「モ

デル・コア・カリキュラム」として提示している２）。

その一つに看護系人材として求められる基本的な資質

と能力として、知識と実践だけでなく、根拠に基づい

た課題対応能力やコミュニケーション能力などを挙げ

ている。しかし、近年の若い世代は世帯構造の変化に

よる核家族化や IT 社会の中で、人間関係の希薄化や

生活体験の不足が進んでいるといわれており３）、豊か

な人間性を兼ね備えた資質の高い看護職者の育成が問

われている４）。

　本学部では、初年次教育の一つとしてチームビル

ディング体験を基に独自に作成した、主体性の育みと

自己理解・他者理解を目的とする研修を行っている。

研修を受けた新入生は、「他者受容」や「前向き思考」、

「リーダーシップ」が有意に向上し５）、これらの効果は、

各教科におけるアクティブラーニングの実施可能性や

部活動、自治会活動など学事への積極的参加と、自ら

が主体的に作り上げていく姿勢を磨いていくことが期

待される。しかし、2018 年に実施した当大学の学生

生活実態調査によると、本学部は自治会活動やクラブ

活動への加入率が３、４年生で極端に減少し、１年生

は３、４年生との関係性構築の機会がほとんどないこ

とが明らかとなった。その背景には、３年生から臨地

実習が始まることが要因の一つとしてあり、実態調査

結果の中で、上級生は学事に参加する「ゆとりがない」

と回答しており、下級生と関わる時間も少なく、つな

がりの希薄さが伺える。そのため、学年間の縦のつな

がりに分断が生じており、上級生からの屋根瓦式での

情報伝達が困難になっていることが本学部の課題とし

て挙げられている。

　看護系大学における上級生と下級生との関わりにつ

いては、上級生が演習等で下級生への学習サポートを

行うことによる効果に関する研究が多く示されている。

そこでは、技術演習の学習サポートを通して、下級生

だけでなく上級生も主体的に学ぶ姿勢が育ち、自ら気

づき、自ら行動することに繋げられるような実践力の

育成に役立つことが示唆されていた６）。今回、本学部

で実施された初年次教育に初めて上級生をサポート役

として導入し、その経験が上級生にとってどのような

学びを生み、また、学生間の縦のつながりにどのよう

な課題があるか検討することとした。

Ⅱ．研究目的

　本研究は、本学部の初年次教育プログラムの一つで

ある、新入生スタートアップセミナーにサポート役と

して関わった上級生を対象とし、参加したことによる

学びと学生間の縦のつながりにおける課題を明らかに

する。

Ⅲ．新入生スタートアップセミナーの概要と

　　上級生の役割

　新入生スタートアップセミナー（以後 FC とする）

とは、本学部独自に作成された初年次教育の一つであ

る。プログラムの内容は、チームビルディングの体験

学習を元に構成され、それはメンバー間の関係性に着

目してチームの成長過程を５段階でモデル化している

“タックマンモデル”で表すことが可能である７）。

　5 段階の時期とは、①形成期：お互いに知り合って

いく時期②混乱期：メンバー間の違いが明らかになり

不安になる時期③統一期：チームのルールや規範が確

立する時期④機能期：チームが成果に向けて機能して

いる時期⑤散会期：目的の達成によりチームは解散す

るの５つの時期に分けられている。本研修の目的は、

大学生として新たな生活が始まる中で、自己理解・他

者理解を深め、主体的に学習するための心構えを身に

つけることとし、入学後の４月中旬に２日間実施して

いる。新入生は３教室（40 名程度）に分かれ、ファ
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シリテーターのもと１グループ５～６名で研修を行

う。プログラム内容は、学内での研修と三島市街を

散策する活動実践から成り立ち、運営は、本学部の

学生部委員と外部講師により行われる。今回、初め

てすべてのグループに上級生を配置し、下級生の支

援を２日間依頼した。

　上級生の役割は、ただ単に資料配布や研修の準備

といったセミナー運営に関する事務的運営補助とし

てではなく、新入生が FC の主体者として自ら学びを

得ていく過程において、最も近くでそれを見守りな

がら手助けを行う役割、すなわち、ファシリテーター

的な要素を含めた支援を行うことを依頼した。その

際、上級生は新入生のグループに 1 名ずつ配置した。

研修前日、学生部委員ならびに上級生は、外部講師

よりファシリテーターの役割について１時間程度の

レクチャーを受けた。

Ⅳ．用語の操作的定義

　本研究での「縦のつながり」とは、「上級生と下級

生の間においてコミュニケーションが取れ、情報交換

が円滑に行われる関係であること。例えば、下級生

が上級生に学習面や課外活動、私生活の悩みなどを

気兼ねなく相談することが可能な関係であること。」

Ⅴ．研究方法

１．研究デザイン

　質的記述的研究

２．研究対象者

　2019 年度 FC に参加した上級生 27 名のうち同意

の得られた 11 名を対象とした。

３．データ収集方法

　データ収集は、2019 年７月に実施した。研究参加

への同意を得られた 11 名から研究参加希望日を聴取

し、５～６名を１グループとし２グループに分け、参

加者間の相互作用的な議論により、メンバーの「行為」

とその行為に意味を与える「背景状況」の両方を把

握できる８）とされているフォーカス・グループ・イン

タビューを実施した。インタビュー内容は、（１）上

級生としてサポートした内容と下級生の反応・様子

（２）上級生としての学び（３）下級生とのつながり

図 1  タックマンモデルに対応する FSにおける各セッションの位置づけ
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の課題を中心にインタビュー項目を設定した。会話

は IC レコーダーに録音すること、分担者２名（記録者、

観察者）が同席し記録を行うことについて参加者全

員の了承を得た。インタビューの進行は、研究代表

者が全て実施した。２回のグループインタビューは

研究対象者が所属する大学内の個室で行い、インタ

ビュー時間は学生の負担を考慮し、60 分以内とした。

インタビュー時間の平均は、58.5 分であった。

４．データ分析方法

　インタビュー内容は全て逐語録に起こした。テキス

トの内容について、何が語られているのかに留意しな

がら、詳細な意味と全体の意味をつかむために繰り

返し熟読した。再度、テキストを読みながら、『サポー

トした上級生の学び』と『上級生・下級生の縦のつな

がりの課題』について表現しているデータを抽出し、

コード化した。各コードの類似性と相違性に配慮し

ながら抽象度を上げてグルーピングを行い、サブカ

テゴリーとして抽出し、さらに抽象度をあげたカテ

ゴリーとして抽出した。結果の分析は、インタビュー

終了直後に、インタビュアー、記録者、観察者で集

まり、主な結果や疑問点について確認を行った。また、

内的妥当性を高めるために、学生部委員のメンバー

で検討を行った。

Ⅵ．倫理的配慮

　研究対象者に対して、調査の目的、倫理的な配慮

について研究対象者用依頼・説明文書を用いて口頭

にて説明を行った。また、本研究の参加は任意であり、

自由意志の参加であること、参加の可否が成績評価

とは無関係であることを併せて説明を行った。調査

への協力は同意書の提出によって同意を得た。その

際、学生が自由意志で研究参加を決定できるよう、即

時に同意書の回収は求めず、個別の封筒を渡し、後日、

改めて同意書を所定のポストへ投函するよう配慮し

た。インタビューの日時については、正規のカリキュ

ラムの履修に影響の出ないよう授業時間割を確認し

たうえで決定した。なお、本研究は、順天堂大学保

健看護学部倫理委員会の承認を得て実施した（承認

番号：順保倫第 1-03 号）。

Ⅶ．結　果

　対象学生 11 名の内訳は、４年生６名、３年生２名、

２年生３名であった。男子学生は３名、女子学生は８

名であった。サポート役として関わった上級生の学び

は、128 の意味単位から、20 のサブカテゴリー、６

のカテゴリーが抽出された（表１）。学生間における

つながりの課題は、55 の意味単位から、８のサブカ

テゴリー、４のカテゴリーが抽出された（表２）。以

下、カテゴリーごとの内容を説明する。なお、本研

究結果は、【　】をカテゴリー、《　》をサブカテゴリー

として示した。また逐語録から抜粋した上級生の代

表的な語りを生データとして「　」内に示した。

１. サポート役として関わった上級生の学び

１）【ファシリテーターとしての関わり方を学ぶ】

　このカテゴリーは、《意思決定を支援する》、《見守

る》、《ポジティブになれるよう関わる》、《関係性が構

築できるよう関わる》、《傾聴する》、《１年生を第一

に考えて介入する》、《安全面をサポートする》、《ファ

シリテーターとしての役割を意識する》の８つのサブ

カテゴリーで構成されていた。上級生が１年生と関わ

る際、「事前に助言しすぎないようにって言われてた

ので、見守る感じが本当に強く」や、「これはこの子

たちのために言っていいのかというのを一回、自分の

中に落として考えてみた」と、ファシリテーターと

しての自覚をもって１年生と関わり、「ファシリテー

ターとして、言わないことの大切さというのがやっぱ

り一番の学びだった」と、ファシリテーターとして

の経験から良い方向性に導くための進行役としての

関わりを学んでいた。その一方で、「言わずに見守る

というスタンスでやったとき、自分の中では難しかっ
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た」と、ファシリテーターとしての関わりの難しさ

について実感していた。

２）【上級生として１年生に関わる】

　このカテゴリーは、《相談役となる》、《親のような

存在で見守る》の２つのサブカテゴリーで構成されて

いた。上級生は１年生と関わる際、ファシリテーター

として中立的な立場として研修の支援を行っていた

が、相談役や親のような気持ちで関わる機会があった

事を示している。特に、三島市街を散策した活動実

践の中で、「学校の話しの相談とかがあり、相談役に

なっていた」と、上級生として大学生活やプライベー

トな相談にのるといった関わりを行っていた。また、

「１年生が最後は自分たちでできているのを見て、親

のように安心した」と感じており、ファシリテーター

としての関わりだけでなく、上級生として１年生に

関わりを持ち、成長をサポートしていた。

３）【１年生の理解を深める】

　このカテゴリーは、《１年生のポジティブな変化を

読み取る》、の１つのサブカテゴリーで構成されてい

た。上級生は、２日間の関わりの中で「最初よりは

６人で一個のグループ、団結力ができていたんじゃ

ないかな」とポジティブな変化を読み取り、１年生

表 1  上級生の学び
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への理解を深めていった。

４）【上級生・下級生の信頼関係が構築する】

　このカテゴリーは、《１年生との信頼関係が構築す

る》、《上級生の中での信頼関係が構築する》の２つの

サブカテゴリーで構成されていた。研修会を通して

「本当にもう、スタートアップセミナーで後輩たちと

関わったりして、後輩たちとのいい仲も築けたし」と、

１年生と上級生との間で信頼関係が構築されたこと

を実感していた。また、１年生との関係性だけでなく、

「今回、関わったことですごい先輩とも近くなれたと

いうか」と、上級生間においても信頼関係が構築さ

れたことを実感していた。

５）【自己の成長を実感する】

　このカテゴリーは、《大学生活を振り返り自己の成

長を実感する》、《１年生の時を振り返る》の２つの

サブカテゴリーで構成されていた。１年生の研修会

に上級生として参加することで「大学１年として入っ

てきた時は、どうやって勉強すればいいかとか。大

学は自分から行動して、興味をもって行動しなけれ

ばと１年経って気づいた」や、「結構１年生よりグルー

プワークの意味を感じたんじゃないかな」と、１年生

の研修の様子を通して大学生活における自己の成長

を実感していた。

６）【自己の学びが深化される】

　このカテゴリーは、《１年生の学びから自己の学び

を深める》、《自己の課題を明確にする》、《研修参加

で得た学びを自己に生かす》、《上級生との関わりか

ら学ぶ》、《看護職を目指すものとして学びを深める》

の５つのサブカテゴリーで構成されていた。１年生が

実施しているプログラム内容を一緒に経験すること

で、上級生自身も自己理解・他者理解を深め、「自分

で考えて行動するみたいな、学ぶみたいなことに気

づけた」や、「参加する学年で見方も変わってくるか

ら、上級生にとってもいい機会になるな」など、現在

の大学生活において主体的に学習することの必要性

や、学年によって研修会に参加することで違った学

びを得ることができることを感じていた。また、領

域実習を経験した４年生からは、「カンファレンスと

かの話し合いのスキルを見直す機会になった」や、「一

歩引いて見守る役を実施して、患者と家族、患者と

医師の話しを看護師としてつなぐ時と似ているなと

終わった後に気づいて」と、看護師として必要なス

キルについて考えていた。

２. 学生の縦のつながりと課題（表２）

１）【上級生・下級生の関係性の希薄さ】

　このカテゴリーは、《上級生・下級生のつながりの

表２  現在の学生間のつながりと課題
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希薄さ》、《アドバイザーグループ内での縦のつながり

の希薄さ》の２つのサブカテゴリーで構成されてい

た。本学部の上級生・下級生のつながりは、「すごい

太い、濃いつながりがあるかといわれたら、それは今

の大学にはない」や「授業もバラバラで放課後にそう

やって会うこともあんまりないかな」と、縦のつなが

りの希薄さについて語られていた。また、縦の関係

性についてアドバイザーグループについての語りが

聞かれた。本学部はアドバイザー制を導入しており、

２名の教員で少人数の学生を担当し生活面の指導・支

援を行っている。アドバイザーグループは、１年次

から４年次まで学年を超えた交流が持てるよう編成

し（１学年８名程度、１グループ 30 名程度）、懇親

会を年に２回ほど開催している。今回、アドバイザー

グループについて、「普段はなかなか機能していない

ので、うまく活用できていない」や「食事会の時しか、

唯一ないから」と交流の機会は与えられていてもう

まく活用できていないことが課題とされていた。

２）【男子学生やクラブ活動を行っている学生の関係

性は強い】

　このカテゴリーは、《男子学生の縦のつながりは強

い》、《クラブ・同好会等の縦のつながりは強い》の

２つのサブカテゴリーで構成されていた。「男子が少

ないから、つながりというのはすごい感じていて」や、

「やっぱり部活でのつながりは結構大事で」と、男子

学生やクラブ・同好会等に参加している学生は縦の

つながりが形成されていると感じていた。

３）【縦につながることの大切さ】

　このカテゴリーは、《縦につながることの大切さ》

の１つのサブカテゴリーで構成されていた。学生は縦

のつながりについて「実習病院に行ったとき、仲の

良かった先輩が声をかけてくれると安心する」や、「顔

見知りだと就職したときとかにも聞きやすい」など、

上級生とつながることの大切さを感じていた。

４）【上級生・下級生の関係性構築のための工夫】

　このカテゴリーは、《学生間のつながりに対しての

教員の介入》、《後輩とつながるための工夫》、《アド

バイザーグループ内での工夫》の３つのサブカテゴ

リーで構成されていた。上級生・下級生の縦の関係

性構築にむけて「先輩自ら後輩に声をかけ、つなが

りを持てるように介入していくことじゃないですか

ね」と、先輩から後輩に歩みよっていくことの必要

性について語られていた。また、アドバイザーグルー

プについては、「食事にとらわれないほうがいい」、「語

れる場を設定したり勉強会を設定したりすると、よ

い機会になるかな」など、アドバイザーグループの

新たな交流の場の設定について提案があった。

Ⅷ．考　察　　

１．本研究で得られた上級生の学び

　今回、本学部の初年次教育の一つである FC にサ

ポート役として参加した上級生は、今回のセミナー

の役割として求められていた【ファシリテーターと

しての関わりかたを学ぶ】だけでなく、上級生とし

て１年生が抱える大学生活等への不安に対して相談

役になり【上級生として１年生に関わる】ことを行っ

ていた。また、研修を通して成長する１年生の姿を

実感し、【１年生の理解を深める】ことを体験してい

た。そこから１年生との信頼関係だけでなく、関わっ

た上級生同士においても【上級生・下級生の信頼関

係が構築する】といった、同じ目標に向かって進ん

でいくチームのような存在が形成されていた。この

ような上級生の変化を、先に述べた “タックマンモデ

ル”によって考察してみる。今回の研修は新入生を

対象としたものであるが、サポート役として関わっ

た上級生にも１年生を理解するといった『形成期』、

ファシリテーターとしての関わりの難しさを学ぶ『混

乱期』を得て、新入生がチームとして成長している

有様を間近に捉えながら共にチームの一員として貢

献しようとする『統一期』、それぞれの関係性を構築
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していく『機能期』、そして全体の振り返りの中で新

入生らの成長を見届け自身の学びを深めた『散会期』

といった過程を体験した。厚生労働省は、チーム医

療について我が国の医療の在り方を変え得るキー

ワードとして注目を集めていると指摘しており９）、こ

の過程は、医療チームの一員として多職種と協働す

る看護職者にとって必要なスキルであるといえる。上

級生は FC でサポート役を行った経験から、チームの

成長過程を自らの体験を通して学ぶことができたと

示唆される。

　また、上級生は１年生の初年次教育に関わること

で、大学生活における【自己の成長を実感する】こ

とができ、さらには【自己の学びが深化される】こ

とにまで発展させていた。学年により学びの深化は

様々であったが、特に領域実習が終了した４年生は、

将来看護職として働く自己の学びにまで発展させて

いた。このように上級生は、１年生との関わりから“他

者理解”をし、それを“自己理解”へとつなげていっ

たと考えられる。看護職は、心のケアを行おうとす

るならば、自己理解と他者理解が必要であるといわ

れている10）。今回、１年生との関わりから、改めて自

己の内面と向き合うことができたことは、自己の成

長を客観的に実感し、看護職者としてどう在りたい

かを考える機会になったと示唆される。

２．本学部における上級生・下級生のつながりと課題

本学部における学生間の縦のつながりについて学生

は、【上級生・下級生の関係性の希薄さ】を感じてい

る一方で、男子学生やクラブ・同好会等に所属する

ものは、上級生との関わりがあるため、【男子学生や

クラブ活動を行っている学生の縦の関係性は強い】と

感じていた。男子学生の関係性が強い要因には、「自

ら下級生へ積極的な声掛けを行うようにしている」と

いう 4 年生男子の語りから分かるように、上級生が

リーダーシップを発揮し関係性構築にむけて介入し

ていることが挙げられる。クラブ活動については、昨

年度、本学部でクラブ・同好会活動を行っていた学

生は全体の５割であり、そのうち３・４年生になる

と２割がクラブ・同好会活動を継続しており、その

割合は極端に下がっている。ベネッセ教育総合研究

所の調査11）によると、一般の大学生のサークルや部活

動への参加状況は「参加している」が 49.0％であり

当大学の結果と同様であったが、サークルや部活動

への参加日数では学年による違いはみられておらず、

看護系大学では、高学年になると領域実習が始まる

ため、クラブ・同好会活動に時間を割くことは難し

い状況にあることが伺える。

　大学内における人間関係のつながりは、一見、大学

教育の本質とは距離があるように見えながら、実は

大学に対する満足度のみならず、学習意欲や成長実

感といった大学教育の本質にも大きく影響すること

が明らかとなっている12）。また、現代は、ICT の革新

に伴い若者の友人関係の形成に多様性はみられるが、

大学生にとって、意識面・物理面ともに友人関係の

もたらす影響は大きいとされている13）。実習を含めた

学習とクラブ・同好会活動が４年間継続できるよう

な、時間的・環境的整備の必要性が示唆された。そ

のような上級生・下級生のつながりの中で学生は、【縦

につながることの大切さ】を感じ、縦のつながりの

希薄さを解決するための【上級生・下級生の関係性

構築のための工夫】について語られていた。特にア

ドバイザー制度の活用の工夫についての語りが聞か

れ、アドバイザーグループの在り方を今一度考え、縦

のつながりの関係性構築を目指した活用方法の再検

討が必要である。

Ⅸ．本研究の限界

　本研究の限界は、サポート役として関わった上級

生が有志による参加者であり、研究対象者はそのう

ちの協力者による調査である。また、4 年生が半数を

占めていることや男子学生が少なかったことにより、
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結果が偏重された側面がある。今後研究を継続して

いくうえで、上級生のサポートが新入生にとってど

のような効果があったかも含め研究を進めていくこ

とが課題である。

Ⅹ．結　論

　FC にサポート役として関わった上級生の学びとし

て、【ファシリテーターとしての関わり方を学ぶ】、【上

級生として１年生に関わる】、【１年生の理解を深め

る】、【上級生・下級生の信頼関係が構築する】、【自己

の成長を実感する】、【自己の学びが深化される】が示

された。また、学生間の縦のつながりにおける課題は、

【上級生・下級生の関係性の希薄さ】、【男子学生やク

ラブ活動を行っている学生の関係性は強い】、【縦に

つながることの大切さ】、【上級生・下級生の関係性

構築のための工夫】が示された。
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